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【論文の内容の要約】 
 
 湿潤温暖な気候と急峻な地形を地理的特徴とする我が国では，古来，人々の居住区域内
に張り巡らされた『川』（河川と用水路）が，子どもにとって身近な遊び場となっていた。
こうした子どもの日常的川遊びには，環境配慮行動の促進や社会性の向上等，情操教育の
観点から様々な効果が報告されている。それら効果を統合的に整理し地域の内発的発展と
いう観点から捉えると，川遊びは，子どもと地域のレジリエンスを一体的に向上させる重
要な行為だと考えられる。 
しかし，急速な過疎・高齢化，突発的豪雨の多発化，さらには住民の価値観多様化等，
自然的・社会的変動が激化する昨今の状況下において，子どもが日常的に川で遊ぶには，
川遊びに求められる空間構造の具体的要件の解明はもちろんのこと，河川における子ども
の安全管理問題や用水路における維持管理の継続問題等，地域の社会的仕組みに関する課
題を解決する必要がある。 
以上の背景を受けて，本研究では，河川と用水路それぞれにおいて，子どもの川遊びを
支える地域の空間構造と社会的仕組みを実証的に解明し，計画論的観点からみた子どもの
川遊びを成立させる地域の空間的・社会的条件を検討することを目的とした。 
第 2 章では，調査対象地として，岐阜県郡上市八幡地区（河川：長良川水系上流域）と
滋賀県犬上郡甲良町（用水路：同一農業用水路系統）を選定した。そして，『川遊びを支え
る空間構造の解明』を両事例で実施し，『河川における安全性を支える社会的仕組みの解明』
を八幡地区で，『用水路の維持管理を支える社会的仕組みの解明』を甲良町で検討するとい
う調査・分析手順を述べた。 
第 3 章では，八幡地区を対象に，河川における川遊びの基本的傾向を把握し，河川構造
別に川遊び行為の特性を解明した。川遊び行為の時空間変化を多角的に分析し，川遊び行
為変化と河川構造の関係性を解明した。これらをふまえ，河川における子どもの川遊びを
支える空間構造と課題を考察した。その結果，①子どもは川遊びにおいて「集合」「分散」
「回遊」を繰り返しながら交流ネットワークを拡張していること，②子どもが河川特有の
自然的な空間構造に遊びの可能性を見出すことで川遊び場が創出すること，③川遊びには
子どもの「回遊」を促す河道屈曲部一体が適すること，を明らかにした。これらの結果よ
り，川遊びの維持に向けた課題として河川利用のゾーニングの必要性を指摘した。 
第 4 章では，甲良町 3 集落を対象に，用水路における子どもの川遊びの基本的特性を把
握したうえで，川遊び地点の分布特性を解明した。そしてクラスタ分析により川遊び地点
の空間特性を析出した。これらをふまえ，用水路における子どもの川遊びを支える空間構
造と課題を考察した。その結果，①集落内子ども人数と行事開催頻度が川遊びの質的・量
的維持に向けて重要であること，②水路規模や多様な流れ，サワガニ個体数など 6 点を備
えた用水路区間が，子どもの川遊びに適すること，③これら条件を備えた分水工区間を活
用したスポット型遊び場づくりが今後有効であること，を明らかにした。そして，川遊び
の維持に向けた課題として川遊び行事の集落間合同開催の必要性を指摘した。 
第 5 章では，八幡地区を対象に，子どもの川遊びの安全性を把握し，安全な川遊びに対
して家庭や漁協などの各主体がとる働きかけを解明した。これらをふまえ，河川における
子どもの多様な川遊びの安全性を支える地域の社会的仕組みとその維持に向けた課題を考
察した。その結果，川遊びの安全性は，「仲間間の互助」など 3 つの“溺れの回避・防止機
能”の発現によって支えられていた。これら機能は「危険箇所の通知」など 7 つの“地域主
体からの働きかけ”によって，「川遊び場の特定」など 5 つの“働きかけの効果”が発揮され
ることで醸成されていた。こうした仕組みの維持に向けた課題として，①子どもから移住
者（保護者）への働きかけ強化，②観光客の過度な河川利用の抑制，を指摘した。 
第 6 章では，甲良町北落集落を対象に，維持管理システムの経年的変化と維持管理の活
動マネジメントを解明した。そして，各住民組織の維持に係る組織的特性を分析した。こ
れらをふまえ，農業用水路の継続的管理を支える地域の社会的仕組みを考察し，その維持
に向けた課題を検討した。その結果，地域の［イベント］，［人］，［組織］が重層的に機能
することによって維持管理の相互補完が達成され，農業用水路網が一体的かつ継続的に管
理されていたことを明らかにした。こうした社会的仕組みの維持に向けた課題として，多
世代協議の場を設けることの重要性を指摘した。 
第 7 章では，以上の結果にもとづき，計画論的観点からみた子どもの川遊びを成立させ
る地域の空間的・社会的条件を考察し，SDGs（持続可能な開発目標）からみた社会的効用
を議論した。 
第 8章では，研究の総括として本研究成果と今後の研究課題を述べた。 
